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「マリアの夫 ヨセフ」 

マタイによる福音書 1 章 

18 イエス・キリストの誕生の次第は次のようであ

った。母マリアはヨセフと婚約していたが、二人が

一緒になる前に、聖霊によって身ごもっていること

が明らかになった。 

19 夫ヨセフは正しい人であったので、マリアのこと

を表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと

決心した。 

20 このように考えていると、主の天使が夢に現れ

て言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを

迎え入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって

宿ったのである。 

21 マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付

けなさい。この子は自分の民を罪から救うからで

ある。」 

22 このすべてのことが起こったのは、主が預言

者を通して言われていたことが実現するためであ

った。 

23 「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。そ

の名はインマヌエルと呼ばれる。」この名は、「神

は我々と共におられる」という意味である。 

24 ヨセフは眠りから覚めると、主の天使が命じた

とおり、妻を迎え入れ、 

25 男の子が生まれるまでマリアと関係することは

なかった。そして、その子をイエスと名付けた。 

＋＋＋＋ 

イエス様の誕生は世界中の人たちにとって大きな

喜びとなる出来事です。救い主が来られるわけで

すから。 

でも、当事者となったマリヤとヨセフにとってはどう

だったのでしょう。今週はヨセフをそして来週はマ

リアを取り上げて見たいと思います。 

 

1）ヨセフという名前と意味 

ヨセフの生涯について、聖書はあまり語っていま

せん。大工、あるいは石工であったことと系図があ

る程度です。 

ヨセフという名前は「加える」という意味がありま

す。旧約聖書のヨセフの誕生についてはこう書か

れています。創世記 30 章の記事です。 

23 ラケルは身ごもって男の子を産んだ。そのとき

ラケルは、「神がわたしの恥をすすいでくださった」

と言った。24 彼女は、「主がわたしにもう一人男

の子を加えてくださいますように（ヨセフ）」と願って

いたので、その子をヨセフと名付けた。 

＋＋ 

旧約聖書では、「恥をすすぐために加えられたの

がヨセフ」新約聖書ではマリアの恥をすすぐために

役割を担い、子供が加えられることになるのがこ

のヨセフです。 

 

2）ヨセフの性質とその信仰姿勢 

マタイの福音書の記事ではヨセフの特徴的な資質

が描かれています。 

1 誠実な責任感の強い、そして愛情深い人 

マタイ 1 章の「19 夫ヨセフは正しい人であったの

で、マリアのことを表ざたにするのを望まず、ひそ

かに縁を切ろうと決心した。」という言葉はまさにヨ

セフの人柄を表現しています。 

ヨセフはマリアが妊娠したことについて自分の身

に覚えがありませんから、理解に苦しむわけです

が、婚約者がいるのに妊娠したということになれ

ば、石で撃ち殺されることさえ起こりかねない時代

でしたので、ヨセフは、その責任を全部自分で引き

受けてマリアを静かに去らせようとしているので

す。 

しかし、そこにみ使いが夢に現れます。そして大切

な、しかも不思議なことを語るのです。 

20 このように考えていると、主の天使が夢に現れ

て言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを

迎え入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって

宿ったのである。 

21 マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付

けなさい。この子は自分の民を罪から救うからで

ある。」 

つまり、婚約者のマリアを通して神の救い主が誕

生することになるというのです。 

あなたがヨセフの立場だったら、どう感じ、どう反

応したでしょう？ 

ヨセフはこのメッセージを信頼し、受け入れるので

す。 



 

2 主からの促しに誠実に応える信仰の人 

2 章にはイエス様の命の危機が訪れます。 

2:13 占星術の学者たちが帰って行くと、主の天使

が夢でヨセフに現れて言った。「起きて、子供とそ

の母親を連れて、エジプトに逃げ、わたしが告げる

まで、そこにとどまっていなさい。ヘロデが、この子

を探し出して殺そうとしている。」 

2:14 ヨセフは起きて、夜のうちに幼子とその母を

連れてエジプトへ去り、 

2:15 ヘロデが死ぬまでそこにいた。それは、「わ

たしは、エジプトからわたしの子を呼び出した」と、

主が預言者を通して言われていたことが実現する

ためであった。 

＋＋＋ 

2:19 ヘロデが死ぬと、主の天使がエジプトにいる

ヨセフに夢で現れて、 

2:20 言った。「起きて、子供とその母親を連れ、イ

スラエルの地に行きなさい。この子の命をねらって

いた者どもは、死んでしまった。」 

2:21 そこで、ヨセフは起きて、幼子とその母を連れ

て、イスラエルの地へ帰って来た。 

2:22 しかし、アルケラオが父ヘロデの跡を継いで

ユダヤを支配していると聞き、そこに行くことを恐

れた。ところが、夢でお告げがあったので、ガリラ

ヤ地方に引きこもり、 

2:23 ナザレという町に行って住んだ。「彼はナザレ

の人と呼ばれる」と、預言者たちを通して言われて

いたことが実現するためであった。 

これらの箇所はどちらも「夢のなかで神様からのメ

ッセージを受け取り、それに従ったヨセフ」のことが

描かれています。 

今のように簡単に聖書を読んだり学んだりするこ

とはできませんでしたから、夢の中で神様がお語

りになるということは、今よりはるかにひんぱんに

あったようです。 

そして、ヨセフは、その声に従い、マリアとイエス様

の命を守ったのです。 

3）存在意義 

ヨセフがいなければ、マリアは石で撃ち殺されてい

たかもそれません。あるいは軽蔑され、村八分に

されていたかもしれません。赤ちゃんが産めるよう

な状況にはならなかったかもしれません。ヨセフは

必要な存在でした。 

また、ヨセフが夢で語られた神様からのメッセージ

を本気にしなければ、イエスという名前もつかなか

ったでしょうし、イエス様のいのちも保たれることは

なかったと思います。 

つまり、神様は、イエス様の誕生のために、ほとん

ど有名ではない、ほとんどお金持ちでも学者でも

ない「普通の、でも、誠実な人」をお用いになりまし

た。 

こんな大切な出来事のために、無名の若者を神

はお用いになった。 

それは私たちへの希望にもつながります。あなた

の存在が、どれほど大事な役割を果たすことにな

るのかわからないからです。 

ヨセフは困惑したと思います。悩んだと思います。

面倒だなと感じたかもしれません。 

それでも、誠実に神の天使のメッセージを聞き、そ

の促しに従って行動をすることでイエス様の命を

守ったのです。 

伝説では、ヨセフは若くして世を去ったと言われて

います。まるで、イエス様の誕生がヨセフの人生の

クライマックスであり、それ以降はまるで役割が終

わったかのように無名に戻り、死についでさえも報

告がありません。 

それでも、彼がいなければ、イエス様の誕生もそ

のいのちの保持も不可能だったと思います。人生

の中で「ある人のいのちを守ることができた」という

経験があると、その喜びや達成感はきっと心の奥

底に「生きていてよかった」という感動を生み出す

のだと思います。 

ヨセフはきっと、イエス様の成長をみながら、そう

いう喜びを噛み締めながら生きた人だったと思い

ます。 

あなたもヨセフのような役割を担うように何か、あ

るいは誰かを託されているかもしれません。 

実は教会はこういうヨセフのようなひとたちによっ

て支えられ、ここまでくることができました。 

 

 

 

 


